
県工業技術センターの技術短期講習会

岐阜県プラスチック工業組合は、さる 9月8

日と 25日の 2日間、県の 55年度職業訓練助

成事業として、『技術短期講習会』を、岐阜県

工業技術センターの講堂と嵩分子加工実験室で

昭和 55年 10月6日発行

スポット

●技術短期講習会で成形基礎技
術と自動制御化を学ぶ

●緊急取材刀石油製品の展望
「イラン・イラク戦争の波紋」

●食品衛生法による合成樹脂製
品の規格表
●包装 •4 兆円産業に成長
●デザイン情報カード第4報

第 39号

開いた。講習テーマは『成形作業の基本と自動

制御化』で、延べ45人が参加した。

講習会の席上、田中弘一副坪事長から『最近

の煩向として、精度のある製造が要求されつつ

ある。なかでも工業部品などは安定した商品が

要求されている。したがって基礎的な技術に加

え、ハードな面の制御システムを大いに活用し

なくてはならない』といった説明（写真）があっ

たa, (2面に関連記事）



口斤 斤

ロロ頁

形
岐阜県と岐阜県プラスチック

工業組合共催で開いた 55年

度職業訓練助成事業『技術短

期講習会〗の第 1 日目 (9 月

3日）は、講師の大坪司康氏

（岐阜プラスチック工業株式

会社。生産本部長）が『成

形作業の甚本』をテーマに、

成形の基礎技術から応用まで

について講義を行なった。

2日目の 25日は、優れた

射出成形品を得ろための計測

監視装骰と制御装置について、

講師に招いた林博己氏（日本

レギュレーター株式会社・技

術部長）の講義を受けたあと、

実験室で実背が行われた。

従来の射出成

形機（ネオマット 150-75)

に計測監視装置と自動制御装

置を取り付けて、品質の安定

した製品が得られる実際の効

果を実習した。

安定化 探

術と自 化を学ぶ

⑫第1日目の講習会 R=2日目の実習会場

自動制御システムを再認職
基礎的理論を熱心に学んだが、受講者からは『

自動制御装置による成形技術は品質の安定した

今回の講習会は技能検定学科試験の受験資格 優れた製品が得られ歩留りが向上し、成形サイ

者も対象に組まれたもので、受講者は 2日間に クルの向上がはかれるなど、実際に実習して再

わたって、自動制御化による成形作業の常識と 認識した』といった意見が聞かれた。
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●緊急取材•~/石油製品の展望（事務局調べ）

〗知粗墨［こ董
ィラン・イラク戦争の勃発によって石油依存

度の最も高い日本は、過去 2度にわたるオイル

ショックなど比較にならない第 8次石油ショッ

クの惨状に見舞われ、日本の経済ひいては石油

化学・樹脂業界をも直撃するのではないかとい

った憶測も流れて、先行き不安をつのらせたが、

商社筋の見解によると①イランとイラクの対立

は続くが、大規模な戦争は短期に終わる②ホル

ムズ海峡の封鎖は避けられる見通し③サウジア

ラビアが減産計画から増産へ転換する公算が強

まった④10％減産を決めたペルシャ薇岸諸国も

元に戻すか減産規模を縮少しそうーなどから、

最悪事態は回避される公算が大きいとしている。

もちろん、イラン・イラク戦争はなお流動的

だし、イラクからの原油輸入の停止が長引けば

年末にかけ少しずつ影響が出てくるが、いまの

ところ備蓄在庫が 11 0日分を超すなどダブ付

き気味なので、大して心配はなさそうである。

一方、相場もサウジアラビアの原油値上げが

円高で相殺されるだけに、大幅高はないもよう。

ただ、需要期を迎える灯油、 A重油などは年

末にかけ徐々に上昇を強めそうな半面、需要が

激減している C重油などの上げ足は鈍そうで、

品目間での跛行現象が引き続き続く公算が強い。

石油化
学製品市況はなお流動的

こうした石油情勢に対して、石油化学製品は需

要の本格回復が期待できず、メーカーは相変わ

らず大幅減産による在庫調整を強いられそうだ。

相場も原料安を映しジリ安見通しである。

素原料であるナフサはこれから 7-1 2月の

国産物価格が本格化するが、円高を織り込み反

落しそう。既に急落している輸入物を含めた平

均価格は、約 9％下がりキロ当たり 5万5千円

前後になりそうだ。

高圧ポリエチレン、中低圧ポリエチレン、ポ

リプロヒ°レン、ポリスチレンおよび塩化ビニー

ルなどの樹脂製品は、メーカー各社が需給バラ

ンスの適正化と玉過剰による値崩れを防ぐこと

もあって、夏場以降 20 ~3 0％の減産体制を

とってきたが、 9月になっても秋需は上向かず、

在庫調整も進まないため、 10月には更に大幅

減産を余儀なくされている。これによって流通

段階における樹脂在庫はかなり整理されてくる

見通しだが、景気や需要の動向がいぜん不透明

なところから、今後も減産措置を継続せざるを

得ない情勢にある。

加工メーカー側ではナフサーエチレンなど原

料事情の変化、製品在庫が相変わらずダブつい

ていることなどを理由に、これまで再々にわた

って値引き要求を出してきた。これに対してレ

ジンメーカー側は 5月以降の価格修正が見送ら

れたことなどから値引きを拒否してきた。

しかし、中低圧ポリエチレン、ボリプロヒ°レ

ンでは、メーカー間の販売価格にかなりの格差

が生じているし、その他もジリ安頻向を示し、

需給見合いの流動的な市況となっている。

ただ、原油の入手不安が強まるなかで、メー

カーはむしろ 10月末から 11月にかけて値上

げ攻勢をかける公算が強く、相場も下げ止まる

との見方もあり、先行き石油化学製品の市況は

かなり揺れ動きそうである。
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悶業薬El販売
合成樹脂

山 田 化 成
水会式株 社

取締役社長 山 正田

本 社

名古屋出張所

〒101東京都千代 田 区 内 神 田 2丁 目 8 番 4号

TEL (03) 256-7 8 6 1（代）

〒460名古屋市中区丸の内3丁目13番18号（サワニビル）

TEL(052) 961-6591（代）

． ． 
＠
④
 B拿含虞コ・ム糠式含槍本社／束京都中央区築辺11・24TEL(03)541--4111・名古屋支店／TEL（四）57H231

-4 -



わが国の食品衛生法による合成樹脂製品の規格傷胃：在）

わが国の食品衛生法による合成樹脂製品の規格は、塩化ビニル系（厚生省告示第 17 8号、第 1

7号、第 98号）、ポリエチレン系（同 98号）、ポリプロヒ°レン系（同 98号）、ポリスチレン

系（同 98号）、その他の樹脂（同 43 4号）と、昨年、樹脂別に個別規制となりましたが、こと

しも 6月 20日付けの官報で、ポリ塩化ビニリデンとポリエチレンテレフタレートが新たに厚生省

昭和 55年告示第 10 9号として告示され、厳しい規制基準（下記の表）になっています。

（機質試験）

規 制 値 （単位． ppm以下）

試験項目 試験法 塩化ビニル系 ポリエチレン系 ポリスチレン系 ポリ塩化 ポリエチレン その他の

（告示91788号,1） 7, ポ（リ告フb示ヒ9t8号ン系） 
ビリニデン テレフタレート 合成樹脂

（告示98号） （告示 109号） （告示 109号） （告示434号）

鉛 ポーラロ法または l O 0 

カ ド ミ ウ ム 原子吸光光度法 1 0 0 

ジプチルスズ化合物 ペーパークロマト法 1 0 0 

クレjールリ汀酸エステル ガスクロマト法 1,0 0 0 

塩化ビニルモノマー ガスクロマト法 1 

塩化ヒさニリデンモノマー ガスクロマト法 6 

揮発性成分 ガスクロマト法 5,000 

揮発性成分（注1) 2,000 

Iスチレン ガスクロマト法 1,0 0 0 

Iエチルベンゼン 1,000 

Iゞ リ ウ ム 原子吸光光度法 1 0 0 

注 1) 熱陽用発泡ポリスチレンに適当

（溶出試験）

溶 出 液 試2霰（／験表条件
規 制 値 （単位： ppm以下）

（浸出用 面積cia)
I 試 験項 目

塩化ヒニル系
ポリエチレン系

ポリスチレン系 ポリ塩化
ポリエチレン その他の

温度時間
浸出用液 (。C) （分） ホ可況叱tン系 ビニリビン テレフタレート 合成樹脂

フ ェ ノ ー ル 水 60 30 

ボルムアルデヒド 水 60 8 0 

アン チ モ ン 4 ％酢酸

ゲルマニウム 4 ％酢酸
60 8 0 

重 金 属 4 ％酢酸

過マンガン酸カリ
水

］（使用温度）ウム消費量 10の0場℃以

蒸 (PH既超える食岳) 水
士． ムロ

95 30 

I発 PH5以下の食品） 4 ％酢酪 （注2)i

残（酒 類）l2伊loカレコー）し : 
留物 ＼‘ （油脂及びノ＼ 応—ヘプタン[I I 
I 脂肪性食品 （注3) I 
注 2) 告示第 98号， 10 9号の射象樹脂に適用

注 8)・ nーヘプタンを浸出溶液とする場合

蒸発残留物 (ppm)
成分の含量（四）

試料の重量＠XF

検出せず

4 

0.0 5 

0 1 

鉛として 1ppm 

1 0 

8 0 

3 0 

8 0 

3 0 ！ 
3 0 

X 1,000 

係数Fの数値

口口□三二□レ羞
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永遠の索材
パラグラス、いま20オ。あらゆる生活空間に広がる限り

なL、可能性、時代のニーズに応えLヽ つまて` も…

ヴ

/

<

／
0

ゆだガな生‘さ壊境在？）エイに

〔9ふ｝

＼吐・"紺：：丑9 j 

国産無公害エネルギー“天然ガス＂を

原料に求め、モノマーからポリマーまて、

塙品質索材の総合開発」をすすめる

協和ガス化学工業。世界の五指に数え

られるメタクリル一貫生産メーカーとし

て、“より良いもの＂を求め続けています。

メタクリル樹脂・；主型板

“〒弓置マウ`
メタクリル樹脂・押出板

コl=E~罵〒9`
メタクリル樹脂・成形材料

“マ；＾．”~
G竺竺竺空竺吐大阪事務所〇心3,3453%i／名古屋言業所tt(052)95J-6396

福岡宮業所tt092.711 1530／仙台営業所t:1(0222,66-1525

活きてる素材。
三菱レイヨンのプラスチック

メタクリル樹脂／板状品

アワ’Jライトメタクリル樹脂／＇射出成形材料

アワ’JペットR
ABS引脂

,．ィャベットABS

A三菱レイヨン
東京(272)4321／大阪(102)2241／名古屋(561)6711
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全国業界ニュース

◎包装賢＃唱が4兆円産業に成長◎

日本包装技術協会の調査によると、昭和 54

年における包装産業の規模は、生産出荷金額が

4兆 68 1億円（包装資材容器出荷金額 8兆8

8 5 0. 5億円、包装機機生産金額 18 3 0. 

8億円）、包装資材容器の数量は 16 6 7. 6 

万トンで、対前年比は、包装資材容器 11 4%、

包装機械 11 2%、包装資材容器数量総計 10 

8％といずれも堅実な成長を示している。

業種別ではプラスチックがトップ

疇別生産者出荷指数（昭和 50年＝ 10 0) 

では化学工業のプラスチック 16 1、プラスチ

ック製造工業 13 8 ・ 9と、プラスチック関係

が特に好調で、次いで紙・板紙工業が 18 0に

近い結果を示したが、木材・木製品工業は 10 

8. 4と微増に止まっている。

◎清酒に PETボトルが初登場◎

清酒容器にPET（ポリエチレンテレフタレ

ート）ボトルが初めて登場した。これは西宮酒

造（兵庫県西宮市）が、銘柄‘日本盛’のハン

ディタイプ 30 0ミリリットル詰に採用したも

ので、容器成形・供給はこのほど清酒容器製造

用の二軸延伸ブロー成形機を開発した吉野工業

所（本社・東京都）である。

PET樹脂による容器はしょう油、食用油、

化粧品などに使用され普及しているが、清酒に

ついては高温充填が難しいとされていた。それ

が今回、高温充填に耐えられるまで品質向上が

はかられたことは大きな進歩で、 PETボトル

が清酒容器として普及するのが確実となってき

た。

◎ 
ポリオレフ
イン三樹脂 10月も減産を強化◎

三井石油化学、三菱油化、三井東圧化学など

ボリオレフィンメーカー各社は、需要の回復の

遅れに対処して、 9月に続いて 10月もポリオ

レフィン三樹脂の前年同月比減産率を引き上げ

ていくことになった。

各社では昨年同月の実績の 6割程度まで生産

をおさえ、遅くとも 10月末までに市中在庫を

適正規模にまで縮小したい考えである。

◎古河電工がポリプロで新製品◎

古河電気工業は、このほど包装材や断熱材な

どに使う架橋ポリプロヒ゜レン発泡体「フォーム

エースPP」（商品名）を開発、発売した。

新しく開発した発泡体はポリエチレンに代わ

ってポリプロヒ゜レンを架橋し、 5-40倍に発

泡させた独立気泡体。ポリエチレンに比べ、耐

熱性、成形性を大幅に向上させたのが特徴。

◎ナフサ輸入は大幅に減少◎

通産省がまとめたわが国石油化学センター12

社の 8月における石油化学ナフサ (NGLを含

む）の輸入実績と九月の輸入見通しによると、

8月の総輸入実績は約 49万 2千キロリットル

で、 7月実績に比べて 36. 4％の大幅減とな

った。

これは高圧ポリエチレンなど各種石油化学誘

導品の需要の大幅な減退に対処して、各センタ

ーがエチレンを思い切って減産するため、海外

ナフサの輸入カットあるいは輸入繰り延べに踏

み切ったことによるとみられる。 9月の輸入見

通しも引き続き少なく 59万 9千キロリットル

となっている。
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日` はお応えします。
コストダウン・品質の向上鬱省資源の成形に…

コストダウン・品質の向上。省資源がます

ます要求される今日。より高度な技術力、柔

軟な開発姿勢で対処していかなければなりま

せん。日精は豊かな技術力と実績とによって、

モルダーのあらゆるご要望にお応えしていま

す。付加価値の高い成形は、日精の成形機こ

そが、お役に立つことをお約束します。

NISSEI 1歩進んだ射出成形穏をおとどけする

E1輌紺脂工業尊式會祉
本社・工場 長封犀坂戚ill]ff(()2688)2-3000（大代）〒389-06名古屋営業祈ff(052)732--0261（代）

岐阜出張所岐阜市四ll{l4962-1（西ピ）レ）合(0582)72-5952 

さんじょうの射出成

精密工業部品、インサー

ト成形に特に適した機械

と定評を頂いております。

射出量 5グラム（％オンス）

より 600グラム (20オンス）ま

での各機種を製作いたしてお

りますので、用途に合せてご

用命下さい。

一ー営業品目一—
111熱可塑性樹脂及び熱硬化性樹

脂、ゴム用射出成形機

11111ロストワックス用ワックス成

形機、ワックス溶融装置、保

温装置

II液状原料用射出成形機、注入

機、混合脱泡機

1111セラミック用射出成形機

•l 当社射出成形機用金型
11111そ の 他 関連装置

●カタログご希望の方は紙名ご記入の上お申込み下さい。
ー取；形機・金型•関連装置を社内一貫生産している専門メーカーー一—

靡山城精機製作所
本 社東京都板橋区弥生町 32番地 TEL(03) 972-0561(代）
業務部・工場埼玉県川口市中青木 2丁目 18 - 2 l TEL(0482) 51-6156(1芍
名古屋営業所 名古屋市北区楠町味鐸政所 28番地 TEL (052) 9(I[-5861番
大阪営業所 TE  U06) 443-3771囮 八 王 子 出 張 所 TEL(()j26) 51-7144番
九州営業所 TEL(092) 571-2740番小倉出張所 TEL(093) 471-1079番
前橋営業所 TEL（11/72) 52-0733番城南出張所 TEL(03) 776-2254番
広島出張所 TEL（お22) 32-27お番沼津出張所 TEL(0559) 22-9610番

-8-
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デザインコ ーナ ー

|［デザインのすすめ II

デザイの 費用 （そ の 4)

以前メーカーの人から、プラスチック製の「

ハンガー」のデザインを東京の某デザイン事務

所に依頼したが、 60万円の請求書がきたとい

う話がありました。このデザイン料が高いのか

安いのか、もちろんこの「ハンガー」が多いに

売れれば決して高くないと思われるが、この評

価ばかりは各販売店の料金換算機を通してみな

くてはわからない。

そして、工業デザイナー、あるいはデザイン

事務所は、イラストレーター、グラフィックデ

ザイナーほどその知名度によって、デザイン料

が違うわけでもないが、専門によるデーターの

保有数、研究度、経験度によって多少の差もあ

り、また依頼方法、内容によっても様々である。

地方のメーカーが大都市のデザイナーにデザ

インを依頼しようという気持もわからないでは

ないが、自社企業の内容にあった新製品デザイ

ン開発が重要であるとするなら、出来るだけ近

くのデザイナーに依頼し、より多くの開発会議

を持ち、納得のいくまで修正しながら開発する

のも費用を安くする一つの道ではないだろうか。

さて、デザイナーが売りものにしているデザ

岐阜県プラスチックデザイン協会

インカというのは一体なんだろうか。

これもよく問われることだが、私なりに考え

ると「芙術的才覚を現代生活の実用面に表現す

る力」ということになる。もちろん抽象的であ

るし、誤解を引き起すだけのデザイナー側の言

葉でしかないかもしれないが、単にセンスがい

い、絵がうまい、アイデアの専門家、奇抜な考

えの持ち主と言っても、これらに全くあてはま

らない多くのデザイナーがいることからも正し

くないようである。

このことからも、デザイナーを商品開発の相

談役とし、デザイン料を相談料と考えられるほ

うがかえって理解されやすいかもしれない。

最近の傾向としても、ロイヤリティ一方式、

年闇型約というのが増え、売れるかどうかわか

らないし、形のないモノに費用はかけたくない

と考えられやすい、比較的小規模な企業にとっ

てもなるべく負担のかからない方式とされてい

るようである。

ロイヤリティーは、小売価格の 8％前後が標

準とされているようであるが、譲渡されるデザ

インのノウハウによってもことなっている。

（岐阜県工業技術センター工業デザイ芝登提供）

の 石 油化学製品
◎)取扱品目 中低圧ポリエチレン

ポ リスチレン ポリプロピレン

高 圧ポリエチレン
カルプR

ポリカーボネート

出光 日迪化学鰈式会託
東京都千代田区丸の内3-1-1（国際ピル）〒100 匹 03-213-3111 

名古屋営業所名古屋市中区錦 1-17-13（名興ピル）〒460fll訳；2-231-8611
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デザイ ンコーナー

テザイン情報カード No 4~ I 
テーマ及びその内容の要約

〈80 7 3 2 0〉

多機能、異素材の組み合せは、最近よく話題

になりますが、あまり考えすぎてもいけない。

これは、その考えすぎの事例である。

木製のアームチェアー（子供用）とプラスチ

ック・トレイ、プラスチック・トイレ、の組み

合わせで、座と前脚が上方にたたまれ、包装は

コンパクトになっている。

しかし、幼児の反応は知るべくもないが、幼

児のために意味ある構成となっているかどうか

は疑問であり、むしろ単純なトイレ、肘かけ椅

子の方が良いように思われる。

髯Jc,c,c砂 I

tイト＂卜 t,．今”’”’

〈80 7 3 2 3〉

家具の引き手、つまみは、単調な木工家具の

強いアクセントとして重要なものである。

これはプラスチックス (ABS)の鮮明な色

彩（赤・青・白）と、単純な造形（球・ダエン

・円弧）とが、生地仕上げ（白木）の扉や桓に

びったり合うというものだが、 DIY市場への

進出も可能性があり、さらに、材質、形状、寸

法、色彩、とりつけの位置と全体の調和を考え

た新しいモノを開発してもらいたい。
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〈807327〉

プラスチックの特性を生かした、プラスチッ

クでなければできないフォルム。

この事例は、こうした彫刻的な造形美と、ハ

ンドルや複雑な曲面を持つ透明の蓋の一体感が

魅力となっているアイス・ボックスである。

代替的なプラスチック製品は少なくなったも

のの、既存商品の中にはプラスチックらしさを

追求したものはあまり見られない。プラスチッ

クもいまや貴重な資材であり、付加価値の高い、

特性を十分に生かした、もっと自由な造形的商

品を開発してほしい。

-1 0 -



デザインコーナー

1テサイン情報カート No 4 1 

テーマ及びその内容の要約

〈80 7 3 4 1〉

Pencil carusel （回転鉛筆）と名付け

られた、アメリカ製のデスクアクセサリー商品

である。このイラストからはゴテゴテした感じ

がするが、実際はABS樹脂ならではのなめら

かな曲面を有する、まとまりの良いモノだ。

前頁〈 807320〉と同様に、多機能も度

をすぎるとバラバラな使いにくいモノになって

しまうが、この事例では「一つにまとめる」こ

とに成功している。

"~ 
〈807430〉

ブックエンドには機能だけを重視したモノか

ら、ファッション性の高い、高級品までその種

類は豊富である。この事例は、ファッションと

は少し違うが、水道の蛇口から知識・アイデア

を流し出そうという意味合いも感じられるユー

モラスなオブジェになっており、実用というよ

りは個性的なインテリア、デスクのアクセサリ

ーである。

流れる水はアクリル樹脂を使用し、リアリテ

ィのあるものとしている。〈807334〉

日本の食生活にどれほどナイフ、フォークの

使用が普及しているかは凝問であるが、少なく

ともスプーン、フォークはどの家庭にも有り、

その収納も整理されているとはいえないようで

ある。この事例は、アクリル素材を利用した。

しまい込むというよりは、使い易さを重点にお

いたスタンドで、セルフサービスの食堂、ガー

デンパーティーなどに活用したいエレガントな

用品である。

情報としてとりあげられている商品例の意匠権の尊重、保護については、格別の配慮を必要とす

る。情報源：中小企業振興事業団・中小企業情報センター発行。 ：日本産業デザイン振興会・デザ

イン情報センター協力によるデザイン情報カードより。

- 1 1 -



誉誉誉誉督賽紐恕魯裕誉喝噸怠翌組合員の工場訪問誉養疇笠紐約葛噂玲翼翌翼笑弱會

社業は一段と飛躍ヘ

|（有）フクシマ化学J
組合員の工場訪問は

関市鋳物師屋 84 8の

8にある有限会社フク

シマ化学（福島文夫社

長、従業員 18人）を

訪問した。工場には 5

台の射出成形機（うち

1台が同社ご自慢のハ

また、工場内は冷暖房を完備し、有線放送でミ

ュージックを流すなど、働きやすい環境作りに

気が配られている。福島社長の＂細心にして大

担、、な経営理念の一端がうかがわれるわけだが、

対外的には納期や製品の徹底を期して、取引先

からの絶大な信頼を得ている。

そんなわけで着実に事業基盤を固めてきたが、

福島社長の将来の構想は「さらに飛躍を期すた

めには現状のまま安閑としていられない。まず

下請企業から脱皮せねば…」ということで、業

界再編成を迎えるに当って、後発でありながら

福島文夫社長 イスピード成形機）が 自ら危険な場に飛び込んでいこうという意気込

2 4時間操業 (3交代制）で、工業部品、ガラ みがうかがわれた。

ス部品、日用雑貨などを生産している。このエ

場も手狭まになってきたため、昭和 58年には

美濃加茂市今泉に新工場（敷地 1,9 9 8平方メ

ートル）を建設し、移転する計画という。

働きやすい環境作りに専念

同社の魅力といえば、従業員に対する配慮が

実に行きとどいていることだ。社員の慰安旅行

の一つをとってみても、 10周年には海外旅行

を、そして 15周年は家族旅行といった豪華版。

燈｝
秋元産

同社こ•自慢のハイスピード成形機

式会社
本 社東京都中央区八重洲 5の 7

名古屋営業所 名古屋市中村区米屋町2（埼玉ビル9F)

TEL 〈052〉582-5 0 7 1 
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ヘニーズに適確に
:占こたえることで

＼ルー未米の扉をひらきます

1年丸や '1,!r| 9）あ↓'），いる万！『！，9 ：、 i史和1竺ク‘l| ［適

さを 1みだしてし，るフラスチ，ク こいす（

1＇した牛＼＇『 Iをコ;. I、ロールして、略不ノ） fーダぅ： ： 

ょ，）よ（ふ Iiiしなけい、よなりません ｛"越ナ

リ-て9 -•—：よプラスチ，クを i· --4ミけどして、 各

叶グ）製晶を多角的 1こ開発、＇ 1)＇］、阪土し-:し、

ま す 方、こ /lら 0)製山ゃ汎叫び）フロセス

::あだっても、友令ゃ環J立の保令：こも 1分配

)いし、 II、¥fしとイ1・全/)ニ―-7， ； ：こ tc,こる社しし、

佃i佃9’5（りを進めています

ロしい素闘を麟あるものに I

匹 f言誼""'マー
名古屋支店名古屋市中村区名駅 4丁目 27番 23号 （新名古屋ビル）

饂
ビは信

璽

●..命鬱。と さ るヽ

｀言越化学は系列の日1孟化学と合わせ、 ●グループの一翼である信越ポリマーを通じて

量・質ともにトップメーカーです。 需要家のニードを品質に生かします。

原料から一貫生産を行ない、 ●工場の1つに、 130M'の大型重合器を備え

常に新タイプの開発にとり＼んています。 コンピューター操作による最新鋭工場を有し

応用面の研究も充実しています。 ています。

社東京都 f代田区大手町 2-6-1 電話(03)242-1211（大代表）

名古屋支店名古屋市中村区名駅 4丁目 27番 23号 （新名古屋ビル）

電話代表 581-6 5 I 1 
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一＿
 
一

菱油化株式会社
取締役社長黒 川 久

本 社 〒100 束京都千代田区丸の内 2丁目 5番 2号（三菱ビル）
T E L (03) 283 -5 6 8 9的

名古屋支店 〒450 名古屋市中村区名駅 3-28-12（大名古屋ビル 5階）
TEL(052) 563-5 6 4 1囮

伊藤忠商事株式會社
名古屋支社エネルギー化学品部合成樹脂課

名古屋市中村区名駅 1丁目 2番 4号（名鉄バスターミナルビル）

〒450-91 電話 (052) 5 8 3 - (2 4 8 1 -2 4 8 6) 

緬“'ポ•Jプロ
徳山OPフィ／しム
ポリプロヒレンニ軸延伸フィルム

禽 徳山曹逹株式會祉
名古屋営業所

名古屋市中村区名駅四丁目 27番23号（新名古屋ビル東館 5階）
電話 (052) 581~1581 （伯

-1 4 -



ロ
ジャバンプラス 80

旅行参加者募集中
ロ

すでに前々回会報からお知

らせいたしましたように今秋

11月 1日～ 6日まで大阪で開

催される第 8回日本プラスチ

ック・ゴム見本市を組合では

次のように視察を行うことに

なりました。

同見本市はご承知の通り 2年

ごとに東京大阪と交互に催され、我国最大規模

のプラスチック見本市として世界中から注目さ

れていますが、今年は成形機メーカーとも省エ

ネ・節電型の最新鋭機の出品を計画中とのこと。

これからの省資源時代に対応する原材料など興

味あるテーマが予定されていると思います。

暉は11月1日（土）朝集合し、バスで奥京都

の晩秋を味わい比叡山ドライブコースから大津

泊、琵琶湖畔の夜景を楽しむ観光コースも加え、

翌 2日いは見本市会場の見学を行い同夜帰着す

る一泊二日の計画です。すでに皆様方のところ

へ日程や費用など詳細をこ案内いたしましたが、

まだ参加者のパ切までに余裕がありますので、

多数の方々のご参加のもとに楽しく研修と親睦

を深めて参りたいと思います。至急電話にて組

合へお申出下さい。

□慎んで哀悼の意を表します口

去る 8月27日に死去されました故武山治郎

氏＝大東化工齢前社長＝の告別式が、 8月28 

日、大垣市綿町の文殊密寺で、しめやかにとり

行なわれ、業界関係者多数が列席して盛大な葬

儀（喪主＝武山治夫大東化工社長）でした。

また、 1 0月 1日に死去されました故納土一

三氏＝東和化成餘前取締役会長＝の葬儀が、 10

月2日、岐阜市上加納の善照寺でとり行なわれ、

告別式には喪主の納土栄一東和化成社長のご親

族はじめ業界関係者多数が列席して、故人のご

冥福をお祈りしました。

岐阜県のプラスチック

1980 39号
昭和55年10月5日印刷

昭和 55年10月6日発行
発行岐阜市六条南 2丁目 11番 1号

（岐阜産栗紺阻4階）

電話 (0582)72-7178 

岐阜県プラスチック工業組合
発行責任者大 松 幸 栄

編集岐阜市大黒町8丁目 5番地

電話 (0582)47-728 1 

中部パブリシティセンター

三菱化成のエンジニアリングプラスチックス
ナイロン樹詣 ポリカーヤネート樹詣

NOVAMIO NOVAREXR 
—I,ハミ, ►- -ノハレックスー

PBT樹脂

NOVADUR 
ーノハ●ゥー,.ー

中低圧ポリエチレン 高圧ボリエチレン

ポリエチレンNOVATECNOVATEC-L 

人犀翌翌苔百苫
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ノーブル（英語）とは｀高貰”という意味、

その名にふさわしいテーブルウェアー

として、 リスの一貫したデザインポリ

シーから生まれたメタクリル樹脂の最

高級品です。

ノープル

阜 ス ツ 工 株 会社
本 杜鮫阜市神田町 9丁目25（大岐阜ヒル 6F) TE L <0582〉65--2233（代）
稲羽上場岐阜県各務原市前渡東町 3620 TEL〈0583〉86-9311（代）
支 店 東京・大阪・名古屋，福岡 営業所 高松・広島・仙台・札鰐・了都宮


